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早稲田大学図書館業務報告
一一1993年 5月一一
早稲田大学図書館
【1) 1992年度の主な動き
(1 ) 中央図書館の利用
「利用者Ir.関かれた図書館jを指向する新中央図書館は、 i日図書館時代と異なり、一部の貴重図書を除き、利用者
が図書を自由に、直接手にとるととのできる開架式を採用している。また、 1984年より開始した目録データ入力シス
テムIr.加え、貸出処理等の蔵書管理システム、情報検索システムなどオンラインによる図書館総合システム (WINE)
の全面稼働を中央図書館の開館を機Ir.開始した。とれらの新しい試みと施設の充実とがあいまって、従来に比して大
幅な利用者数の増加をみている。
<入館者数>
入館者数は、開館後1年Ir.満たない1992年1月の段階で早くも100万人を突破、 1991年度の年間入館者数は延118万
5千人、 1992年度は同じく125万8千人を数えている。通常の授業期間中は1日平均約5...6千人、試験期iとは 1万
人前後が入館する日もある。旧図書館とは、施設の構造や利用方法Ir.違いがあり必ずしも正確な比較はできないが、
飛躍的に培加しているととは間違いない。
<貸出冊数>
貸出業務など蔵書管理がコンピュータ化されたとともあって、貸出冊数も伸びている。とりわけ、本学学生を主な
利用対象者とし、利用優先をコンセプトとした一般図書については、 1991年度20万冊、 1992年度26万冊と、着実に増
加した数字となってあらわれてきている。
(2) 資料保存に対する取り組み
利用Ir.対する積極的なサービスと並行して、図書館では資料保存l乙対する取り組みを強化している。乙の問題への
取り組みは、入館者数や貸出冊数等の増大を考慮すると、今後さらに重要になると考えている。具体的な第一歩とし
て、図書館内に設置した資料保存部会を中心l乙、全館員iとよる図書劣化調査を実施した。その結果をもとに、劣化の
著しいものはマイクロフィルム化の対象とするなど、必要な対策を講じている。また、企画展示の関催lとより、利用
者等にもとの問題への関心を呼びかけている。
(3) 戸山図書館の開館
1992年4月13日付で、戸山キャンパス内に戸山図書館が開館した。乙れは、旧文学部教員図書室{大学院生読書室
の機能も含んでいた)と同学生読書室を統合した、研究機能と学習織能を合わせもつ図書館であり、同時に図書館の
分館として位置付けられている。乙の開館によって、既存の理工学、所沢両図書館ととも陀、図書館が指向している
中央図書館を中心とする全学の学術情報ネットワークの環境整備がさらに進められるととになる。
(4) 2号館(旧図書館)書庫部分の利用に関する動き
図書館が総合学術情報センターへ移転した後の2号館は、既iと学生生活センタ一、大学史編集所、各種記念、室等と
しての再整備を終え、現在それぞれ機能している。残された旧図書館の書庫部分の利用については、理事会のもとに
12号館書庫部分の利用Ir.関する検討委員会」が設置され、本部キャンパス内の各教員図書室等の図書の一部をとと
へ移動し共同利用に供する方向で、検討が進められている。
(5) 学術情報システムの開発・維持・政善
現行のWINEシステムは図書館の総合システムとして稼働しており、当面はその機能の維持と改善l乙努めるとと
もに、残された課題である雑誌システムおよび継続物管理システムの開発に着手した。
(6) データペースの構築
WINEの共同目録ファイルへの、中央図書館および理工学、所沢両分館の目録データ入力Ir.加え、新たに戸山図
書館分の入力も開始した。また、和図書の遡及入力事業は、一部の年鑑・統計類を除いて、当初目標とした大正期以
降受入分について完成した。その結果、共同目録データ数は、 1993年5月末現在105.4万(所蔵数)となった。
(7) 明治期資料マイクロ化事業の推進
明治期資料の保存とその全国的集大成をめぎして始められた本事業は、満5年を経過した。
1992年度は第32ユニットから第43ユニットを作成した。冊数lとして約1，800冊、フィッシュ5，500枚である。
乙のうち、第32ユニットはカリフォルニア大学パークレー校、第36ユニットは天理図書館、第40ユニットは関西大
学図書館の資料を収めている。本年は、文学の部の近代小説と翻訳小説、言語の部の洋装本を中心に撮影を行った。
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